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第4章
タンシュイ
水のながれ 「淌 水」
中国 ・語 り物テキス トの即興的創作
井口 淳子
1は じめに
2「 淌水」とは
3淌 水をめぐる現在の状況
1988年 、中国の語 り物についてろくな知識 もないままに、現地(河 北省樂亭県)に 飛び込
んだわた しが出会った芸人たちが説明して くれたはなしの中に必ず といってよいほど出て く
るのが 厂淌水(tangshui)」 という専門用語であった。農村か ら北京 に戻 り、高名 な語 り物研
究者 を訪ね、厂淌水 とは何ですか?」 と尋ね ると、彼女はこういった。厂例えば、ある人物が
徳勝門(北 京の城門)か ら○○門 まで行 った、 というただそれだけの ことを一週間、あるい
はそれ以上の時間をかけて語る技術が 『淌水』です。」 と…。
1は じ め に
中国の語 り物 は 「説唱(shuochang)」 あるいは 「曲芸(quyi)」 と総称 される。現在、大陸
全土に341種 の曲種1)がみとめられ、それを担 う演唱者や伴奏者、書詞(shuci:語 り物テキス
ト)の創作者の数は膨大な数にのぼる巨大なジャンルである2)。曲種が341種 もの数 にのぼる
のは、語 り物が 「言語音(中 国語の声、韻、調)」 と緊密に結びついてお り、語音の多様性が
顕著な中国では、方言の数だけ、語 り物 曲種があるといってもよい状況があるからであろう。
加えて、 この国が都市部に高度 な文字文化の歴史 を継承 してきた反面、広大な農村地域 に非
識字者の厚い層 を有し、文字 にたよらない口承文化を発達 させてきたことも語 り物の隆盛 の
要因 となっている。
さて、北方の代表的な語 り物曲種に 「大鼓(dagu)」 類がある。大鼓の一般的演唱形式 は演
唱者が自ら小型の書鼓を打ちながら語 りうたい、その横に大三弦を演奏する伴奏者を従 える
ものである。「京韻大鼓」、「梅花大鼓」な ど都市の大鼓 もあるが、多 くの大鼓が農村に分布 し
ている。都市の大鼓 は演芸場などで専業芸人によって上演され、だしものは短篇 もの 厂小段
(xiaoduan)」 、「段子(duanzi)」 である。それに対 して農村の大鼓は、上演の場所は野外の
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空 き地であることが多 く、芸人 も専業 とは限らず半農半芸や業余(ア マチュア)も あり、 と
状況は一変する。そして もっとも重要なことは短篇 ものよりも長篇ものを主 として上演する
点であろう。長篇 ものは 「大書(dashu)」 とよばれるが、長いものでは数カ月、短いもので
も数週間、否、後で詳述するように、 もともとどれ くらいの時間で語 り終わるとい うことが
定かでない性質のものなのだ。
その大書 に関わる曲芸用語(芸 人の問でつかわれる専門用語)を 探ってみると、 まず大書
そのものの ことを 「蔓子活(wanzihuo)」 と称 し、大書が植物の蔓のように延々 と伸びてい く
性質をもつ ことがわかる。そして、大書=長 篇テキス トが どのように下位分類 され るのかに
ついては、「死詞(sici)」 と 「淌本」に大 きく二分されるのである。死詞 とは読んで字のごと
く、既に定 まって動かない詞のことを指す。死詞 と同義の用語 に 「相口(xiangkou)」 と 「実
詞実口(shicishikou)」 がある。対 して、淌水 とは、原義は 「流れる水」(語 感 として大きな
流れではな く、チョロチョロとした流れ)の 意であ り、転 じて曲芸においては、演唱の場で
即興的に創作されるテキス トを指す。
淌水=「 流れる水」、つまり一時 も固定 しない常に動 くもの としてのイメージが隠喩 として、
即興的に くり出されるテキス トに結びつき、芸人の専門用語 になったのであろう。 このよう
に流動するもの としての 「水」 ということばを用いた専門用語 としておもい起 こされるのは
「水詞(shuici)」 である。 これは曲芸 と戯劇(芝 居)に 共通の専門用語であるが、一定の詞
句の一部分 を臨機応変に変 えることでどの演 目、劇目にも使 える詞句を指す。つまりどの演
目にも常用 される一種の決まり文句である。他に芸人の諺 にはこのような 「水」のイメージ
を生か した ものが多 く存在する(任1987)。
大書のテキス トは芸人の用語に従 えば、死詞と淌水に二分されるが、 もうひとつ、文体か
らみた二分法 として 「散文」 と 「韻文」の二つに分けられうる。 もともと 「鼓詞(guci)」 と
いう清代 に多 く出版された長篇テキス トが、韻文 と散文が規則的に交替す る形式をもってい
た(こ れを 「詩賛系」講唱文学 とよぶ。)大書 はその鼓詞の伝統を受け継いだもの と考 えられ
ている。確かに現在演唱されている大書の書 目(レ パー トリー)は 鼓詞 と一致するし、現在
の曲芸作家が創作する大書 も鼓詞の文学形式を踏襲 し、うたわれる韻文 と語 られる散文の規
則的な交替 を特徴 としている。
そして、韻文には 「詩(shi)」 、「詞(ci)」 、「套(tao)」 、「賛(zan)」 、「賦(fu)」3)な どの
類別がある。 これらの韻文は典雅な文語(書 きことば)で で きてお り、「十三道大轍」といっ
た曲芸特有の押韻の規則にのっとったものである。 したがって演唱の場です ぐに思いつ くよ
うなものではないが、部分的に語句を入れ替 えることで書目が変わっても臨機応変 に使える
という意味では淌水 に含められもする。 したがって、淌水には二つのタイプがあることにな
る。一つは物語の筋にそって芸人が演唱の場で即興的にくりだす口語のテキス ト。もう一つ
は、あらか じめ定 まった韻文のひ とかたまり(例 えば七言句や十言句で数行から数十行)を
中の一部の語句 を入れ替えることで臨機応変にどの書目のどの場面でも挿入 してい く場合で
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あ る 。
/死 詞(既 存の固定したテキスト)
大書=蔓 子活
＼ 淌水(灘 の場で即興的につ くられるテキス ト)
/ひ とかた まりの既成の韻文'●套 賛 賦な ど
淌水
＼ 物語の筋にそって即歟 にくりだされる。語テキスト
小論 はこの 厂淌水」 とよばれる即興的につ くられるテキス トとはどのような性質の もので
あり、そこでの即興性 とは何なのかを具体事例 と芸人の認識にそって明らかにしたい と考え
る。
2「 淌水」 とは
北方の大鼓類に広 く用い られる淌水 とい う用語ではあるが、その実態を詳 しくみてい くた
めには曲種 をしぼり、狭 く深 く分析することが必要である。そこで、ここでは筆者が1988年
以来継続的に調査を続 けて きた曲種 「樂亭大鼓(laotingdagu)4)」 をとりあげ、しかも樂亭大
鼓の上演活動を現在行なっている一組の芸人に焦点 をあててみてい くこととする。
まず、その一組の芸人の伴奏者(兼 作家)の 来歴にふれておきたい。伴奏者兼作者である、
趙恩潮氏(1941年 生 まれ)は 、河北省欒南県の農村 に生まれ、幼少の頃か ら、村に巡業 して
くる皮:影戯(影 絵芝居)、 評劇(藻 南県発祥の地方劇)に 親 しみ、それ らの演 目になっている
長篇物語の筋や唱詞(う たの韻文テキス ト)を 耳できき覚 えていた。(こ れ ら複数の芸能ジャ
ンルは共通の演目を有 し、 この地域 にいわ ば 「物語共同体」を形成 し、そのなかで 厂物語 る」
基礎がつ くられる。)かつ、趙氏の母親が芸能好 きで、驚異的な記憶力をもつ人であったため
その母か らの口伝 えで皮影戯などのテキス トを覚 えた。農民では珍 しく高校 を卒業すると、
周囲の反対 をおしきって樂亭大鼓の師匠(盲 人)の もとに弟子入 りし、その後演唱者から伴
奏者へ、そして語 り物のテキス トを創作す る曲芸作者 となった。彼の 「創作」 というのは、
長篇 小説 や他 の芸能 ジャンルの テキス トを樂亭 大鼓 の演 唱形式 に合 うよ うに 「改編
(gaibian)」 するというものである。 この 「改編」ということばは、「ある原著にもとづ き、
その物語内容 は変えずにテキス トを再編す ること」 という意味で広 く中国では使用されてい
る。趙氏によると、改編の際に重要なのは物語の 「筋(す じ)」、すなわち 「梁子(liangzi:
建物の梁の意)」 厂穣子(rangzi:麦 類の茎 の意)」 と、小さなエピソー ド「詑子(tuozi:か た
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まりの意)」 をつなぎあわせてい く構成法であるというq
ここで長篇物語の構造的特徴にふれておかなければならないだ ろう。大鼓で語 りうたわれ
る長篇物語の多 くが鼓詞のレパー トリーに重なるものであることはすでに述べたが、鼓詞の
物語 も、その来由は章回小説5)や他の芸能ジャンルの脚本を踏襲 し、改編 した ものである。そ
れ らの長篇物語は共通 した構造 を有している。それは、小さなエ ピソー ド(趙 氏がいうとこ
ろの 「佗子」)を数珠繋 ぎにしてい くという構造である。一つデつのエピソー ドはそれ自体一
応完結 したものであるが、複数のエピソー ドが集まってさらに大 きなエピソー ドをつくり、
というふ うに、最終的な物語全体 までエピソー ドがつながることで組立てられるのである。
上演状況によって大書が自由自在に上演時間を伸縮できるのも、最小のエピソー ドが(前 後
のエピソー ドか ら)独 立性をもっているために、あるエピソー ドを省略 しても物語の了解に
支障をきたす ことがないためである。
さて、はなしを趙氏に戻そう。氏が、長篇物語 『青雲劍(Qingyunjian)』 の演出本 を改編
創作したのは1980年 頃のことであった。演出本の字数は26万 字、執筆に約3カ 月をかけた
ということである。創作のもとになったのは皮影戯の 『青雲劍』の上演 をみた記憶 と母親の
暗唱していたテキス ト(お そらくうたわれる韻文)だ といっている。『青雲劍』という物語は
東晋の歴史 を題材 にした虚構の長篇物語で、主人公の皇太子、馬潜龍が父を謀殺され、諸国
を巡る苦難 の旅 に出るが、ついには父の仇を打ち復国す るというもので、『馬潜龍走国』とい
う名の小説や語 り物が全国的に民間に広まっている。
趙氏のパー トナーである演唱者、何建春氏(1961年 生)は 趙氏が書 き表した演出本(う た
われる韻文 と語 られる散文が交替する形式のもの)を みたが、その見方 というのは、『青雲劍』
の物語の筋 をざっと頭に入れるというような大雑把なもので、26万 字の演出本 を暗記 しよう
とするような見方ではなかった。1990年 に私は『青雲劍』の村における上演6)を記録し、録音
テープか ら採詞したもの(演 唱テキス ト)と 趙氏の書いた演出本 を比較 した。(比 較テキス ト
については(井 口1995、1999)に 演唱時問にして約30分 のテキス トが記載されている。)
その結果、つぎのようなことがわかった。
・大部分の書詞(書 かれたテキス ト)は 暗記されず、物語の筋にそってテキス トを上演の場
で即興的 につ くりあげた。演唱テキス トの分量は大幅に増加 し、演出本の書詞 よりもさら
に口語的なテキス トになっていた。
・書詞か らの逸脱の最たるもの として、物語の本筋から離れた 「笑話」7)が挿入 されていた。
・ある種のうたわれる唱詞(押 韻 した典雅 な文言 「賛」8>)の みが暗唱 された(趙 氏の書き記
した もの と完全一致)。
さらに3年 後の1993年 に再びかれ らの 『青雲劍』の上演に立ち会 った(藻 南県相各荘鎮貝
口村)。 前回よりへだたるところ3年 間に、およそ50回 ほど 『青雲劍』の上演を繰 り返 した
そうである。
再上演 されたテキス トを採詞したところ次のことがわかった。
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・いったん演唱者によって改編された口頭テキス トは何年経過 しても、何度上演してもあま
り変化 しない(「 口頭テキス トの固定化」)。(限られた語彙の使用、決まり文句の多用など
がみ られ る)。
・90年 と同様 にある特定の韻文 「賛」のみが厳密に暗唱されていた。
1995年 にも『青雲劍』を録音することができたが、結果は93年 に採詞した ものと大きな変
化はなかった。
このように5年 間にわたる上演を継続的に記録してい くことによって、作者の書 き記 した
「演出本」、それをもとに演唱された 「口頭テキス ト」、上演が繰 り返 されるなかでの口頭テ
キス トの変化の有無 についてかな り精密 な分析が可能になった。細かな点は省略 して、大 き
くまとめるならば、分析の結果 として次の ことがいえる。
・ 「死詞」 とよばれる固定 したテキス トは特定の韻文のみで、大部分は 「淌水」 とよばれる
演唱者が即興的 に改編したテキス トであった。
・当該ジャンルの長篇 ものにおいては 「文字テキス ト」の果たす役割は依然として小さい。
一般的に長篇 ものの場合、書 き記されたテキス ト、抄本類が演唱者の問で伝承されている
ことはほ とんどないのであるが、今回のように、「演出本」というそのまま演唱することも可
能 な形式で書き記されたテキス トが提供 され、それを前にしても、演唱者は伝統的な慣習に
したがって、物語の筋 にそって、自らテキス トを編み出す 「改編」という行為 をお こない 「淌
水」をつ くった。 この淌水 もいったんつ くられた後 は、固定 してい く傾向が強 く、芸人に広
く用い られる諺 「久淌成詞(jiutangchengci)」(淌 水も続けてい くうちに死詞 になる)ど お り
の結果がみ とめられた。
例外的だったのは、ある種のうたわれ る韻文で、これは演唱者が自ら創作する能力をもた
ないため、演出本 どおりにうたわれた と考 えられる。
過去 の芸人 と異なり、現在の演唱者 は識字者であることが多い。しかし、長篇 ものはその
長 さゆえに、もともとすべてのテキス トを暗唱するのは不可能であ り、「淌水」とよばれる即
興的な編詞がお こなわれることは必定である。 この点については過去の非識字者の演唱者 と
くらべて、現在の演唱者 も何ら変わるところがない。
さて、 このように趙氏が苦心して書 き上げた演出本が一部の韻文 を除いてみごとに「淌水」
になって しまった ことについて、趙氏 は満足 しているわけではな く 「自分が書いた書詞より
もレベルの低いものになってしまった。口頭令(koutouling)や 廃語(feiyu)と いった口癖
や無駄な ことばの多いものになった。」(1995年 のインタビューより)と 作者の立場から不満
を述べている。
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3淌 水をめ ぐる現在の状況
解放(1949年)前 は、裕福な家庭が祝い事(誕 生 日や長寿の祝い、病気快癒)に 芸人 を自
宅 に招 き村人がそれをみせてもらう「堂会(tanghui)」 、「賀会(hehui)」 、「還願(huanyuan)」
とい う上演形態が一般的であった。解放後、村が公金を使って、芸人を招聘 し、村の空き地
な どで村人が無料で上演 を観 るという形態が定着 していたが、90年 代に入 って この形態は急
激に消滅 した。その背景 には改革 ・開放政策の一環 としての経済の自由化政策、 とくに農家
の 「家庭生産請負制」による貧富の差の拡大がある。93年 の調査時には、富裕な農家の家族
の誕生祝いに、その家の門前で上演がなされていた。聴衆の数は以前 と変わ らず、芸人に支
払われる謝金 は招聘者が負担するので、聴衆 は以前 と同様 に無料で上演を観 ることができる。
しかし、 この上演形態 は、短篇 もの 「小段」 には向いているが、長篇 ものの上演 には不向き
である。なぜな ら、長篇 ものは少な くとも3日 か ら数週間の上演時問が必要であり、以前の
や り方では一つの村で3日 間、そしてそのつづきは近郊の村で また3日 間 という具合に長篇
ものを複数の村で連続 して上演することが可能であった。現在のような、個人の招聘にたよ
る上演状況ではこういった長篇 ものの上演 を望む ことはできない。
また もう一つ重要な変化 として各農家にラジオ、テレビがいきわた り、それらを通 じて長
篇歴史物語や武侠 ものな どの語 り物 と共通 の演 目が楽 しめるようになった ことがあげられ
る。それらのメディアはかつて語 り物がになっていた役割 を代替しているかのようにみえる。
芸人 も苦労 の多い大鼓の巡業 よりも効率的な副業に鞍替えするものが多いのが現実である。
今後、農村でも都市 と同様 に、小段中心の上演が多 くなり、長篇 ものの上演の機会がなく
なってい くのならば、『青雲劍』の例にもあったような、物語の筋 をもとに、その場、そのと
きの状況 に応 じて即興的に演唱者がテキス トをつむぎ出す という能力をきたえる場 はな くな
り、かつて全国どこの村にで もいた、同じ物語を3日 で語 ることもできれぼ1カ 月かけて語
ることもで きるというような淌水の名人 は存在 しな くなってしまうのではないだろうか。長
篇 ものにつ きものの 「改編」や 「淌水」 といったパフォーマーの即興的な編詞の能力はすで
にみてきた ように、現地では必ず しも高 く評価 されているわけではない。逆に 「死詞」 とよ
ばれる固定 した既存のテキス トを暗記していることの方が高い評価 を受けてきた。芸人のな
かには 「死詞がないとき、やむをえず淌水が使われ る」 と述べるものも多い。 しか し、人間
が もつ暗唱能力の限界か らみても、淌水なしで長篇 ものを語 りきることなど不可能なのであ
る。
芸人の価値観はそれ として、中国では現在 にいたるまで一貫 して、農村の長篇 ものに特有
の 「淌水」(口 頭創作)に 対 して学術的研究が行われたことはなかった。中国の学界は欧米の
フォークロア研究、なかでもA.ロ ー ド以来の 「オーラル ・コンポジション」に代表 される
「オーラル ・セオリー」に注意 を払ってこなかったし、自国の農村 口承文化の価値 を認 めよ
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うとしない(文 学や音楽 の)研 究者 は今 日で も少 な くない。
その よ うな学界 の後進性9)の なか で淌水 の能 力 を もつ芸人 は減 少 あ るい は絶 滅 の一途 をた
どってい るのが中 国の語 り物 を とりま く現 実 といえ よう。
本論 は拙論 「中国 一北方農村 の 『語 り物 』の場 合」 『口承 文藝研究 』第22号85頁 ～89頁 、
1999年 を大 幅 に改訂 した もので ある。
〔注〕
1)中 国大百科全書総編輯委員会編、1983、 『中国大百科全書戯曲・曲藝』北京:中 国大百科全書出版社より。
2)例 えば河北省の場合、全省に曲芸が28曲 種、曲芸芸人が4897名 という数字が河北省文聯が実施した調査
結果(1980年 実施)か ら出されている。
3)詩 と詞は回頭(語 り始め)に 置かれる 「西江月」のように比較的長い韻文。套はひとかたまりの韻文、賛
と賦は人、風景、事物の描写のためにつ くられた韻文。
4)樂 亭は標準音ではletingで あるが、現地では1aoting(ラ オティン)と 発音されている。
5)中 国の 「小説(xiaoshuo)」 が宋代の盛 り場で上演されていた語り物に起源をもつことは広く知られてい
るが、章回小説 とは語り芸人が一回の上演ごとに終結し、また翌日そのつづきを語る上演上の叙述の構成を
書記文学にも取 り入れたものである。
6)こ の村は藻南県司各荘鎮で、ふつう完全に語 りきるのに20日 ほどかかる 『青雲劍』の3日 分を筆者は見
聞した。
7)「 笑話」は数分程度の短い滑稽な笑い話で、それ自体完結している。90年 の場合、上演の際に停電したた
め、停電にちなむ笑話が即興的に繰 り出されおおいに聴衆をわかせていた。くわしくは(井口1998、1999)
を参照。
8)こ の賛の分量は七言句で三〇行。90年 も93年 も完璧に書詞どおりにうたわれた。
9)例 外として、注目すべきは中国曲芸誌シリーズの刊行であろう。各省ごとに曲芸の詳細なデータを網羅し
たこのシリーズは 『中国曲藝誌 ・湖南巻』(1992)を 皮切 りにすでに5巻(5つ の省)が 出版され、農村地
域の曲芸の現状をしる上で貴重な情報源となっている。
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